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 ～コア物価も今月がピークか？～ 
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・ ３月のユーロ圏の消費者物価の速報値は前月：前年比＋8.5％→今月：同＋6.9％と上昇率が大幅

に鈍化したが、変動の大きい食料・アルコール飲料・たばこ・エネルギーを除いたコアが同＋

5.6％→同＋5.7％に一段と加速し、過去最高を更新した。ヘッドラインの上昇率鈍化は、前年比

でみたエネルギー価格が同＋13.7％→同▲0.9％と2021年２月以来のマイナスに転じたため。昨

年３月に上昇率が大幅に加速した反動が出た。天候不順による食料品価格の高騰が続いており、

食料・アルコール飲料・たばこ価格も同＋15.0％→同＋15.4％に一段と加速した。 

・ コア物価の内訳は、エネルギーを除く工業製品の上昇率が同＋6.8％→同＋6.6％とやや鈍化した

一方、サービス価格の上昇率が同＋4.8％→同＋5.0％に一段と加速した。これまでの大幅な物価

高騰を反映し、企業の価格転嫁の動きが広がっているほか、高めの賃上げ妥結や燃料費の高騰を

背景にサービス価格の上昇が加速している。次の焦点はコア物価のピークアウト時期となるが、

昨年４月以降にコア物価の上昇率が大幅に加速しており、その反動が出ることから４月以降は上

昇率が鈍化する公算が大きい。 

 

 

■ユーロ圏:消費者物価（前年比） ■ユーロ圏：主要国の消費者物価（統一基準、前年比）

注：コア物価は食料・たばこ・アルコール・エネルギー除く

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏の消費者物価（％）

2022 2023 2022 2023
2Q 3Q 4Q 1Q 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

消費者物価 （前期比） 2.4 2.3 2.3 － 0.8 0.8 0.7 0.6 1.0 1.4 0.2 -0.4 0.6 0.7 －

（前年比） 8.0 9.3 10.0 8.0 8.1 8.6 8.9 9.1 9.9 10.6 10.1 9.2 8.6 8.5 6.9
コア消費者物価 （前年比） 3.7 4.4 5.1 5.5 3.8 3.7 4.0 4.3 4.8 5.0 5.0 5.2 5.3 5.6 5.7
食料/アルコール/たばこ（前年比） 7.6 10.7 13.5 14.9 7.5 8.9 9.8 10.6 11.8 13.1 13.6 13.8 14.1 15.0 15.4

食料 （前年比） 8.8 12.5 15.8 － 8.7 10.4 11.5 12.4 13.8 15.5 16.0 16.0 16.3 17.3 －
アルコール （前年比） 3.3 5.3 7.0 － 3.3 4.3 4.7 5.3 6.0 6.6 6.9 7.4 7.6 8.5 －
たばこ （前年比） 2.3 2.6 2.9 － 2.2 2.4 2.5 2.7 2.6 2.4 2.8 3.5 4.0 4.2 －

エネルギー （前年比） 39.6 39.7 33.9 10.0 39.1 42.0 39.6 38.6 40.7 41.5 34.9 25.5 18.9 13.7 -0.9

注：消費者物価の前期比は季節調整後。コア消費者物価は食料・アルコール・たばこ・エネルギーを除く。出所：Eurostat


